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提
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第
三
十
号
議
案

港
湾
の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

港
湾
は
、
産
業
を
支
え
る
社
会
基
盤
で
あ
り
、
物
流
コ
ス
ト
削
減
を
通
じ
て
産
業
の
競
争
力
を
強
化
す
る

た
め
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
海
上
輸
送
と
陸
上
輸
送
を
つ
な
ぐ
複
合
一
貫
輸
送
の
拠
点
、
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
、
ま
ち
づ

く
り
と
一
体
と
な
っ
た
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
等
、
多
様
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

本
県
で
は
、
中
津
港
は
自
動
車
産
業
等
の
新
規
立
地
に
対
応
し
た
物
流
拠
点
港
と
し
て
、
国
際
観
光
都
市

に
位
置
す
る
別
府
港
は
外
航
客
船
用
岸
壁
や
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
の
整
備
、
津
久
見
港
は
地
域
産
業
活
性

化
の
た
め
の
国
内
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
、
県
南
の
物
流
拠
点
港
佐
伯
港
は
船
舶
の
大
型
化
に
対
応
し
た

整
備
を
進
め
、
産
業
の
活
性
化
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、
新
規
の
直
轄
事
業
と
し
て
来
年
度
以
降
に
集
中
的
に
整
備
す
る
重
点

港
湾
を
発
表
し
、
本
県
か
ら
大
分
港
と
中
津
港
が
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

港
湾
を
整
備
す
る
に
当
た
り
、
国
の
財
政
が
厳
し
い
中
で
重
点
的
に
整
備
す
る
重
点
港
湾
を
指
定
し
、
整

備
を
促
進
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
重
点
港
湾
以
外
の
港
湾
に
係
る
整
備
の
予
算
が
削
減
さ
れ
、

地
方
の
脆
弱
な
社
会
基
盤
の
整
備
に
遅
れ
が
生
じ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
将
来
に
わ
た
っ
て
大
き
な
損

失
と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
重
点
港
湾
以
外
の
港
湾
に
つ
い
て
も
、
産
業
基
盤
整
備
の
観

点
か
ら
必
要
な
予
算
を
確
保
し
、
整
備
を
促
進
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
二
日
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